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寛政期 における剣術廻国修行の実態 とその意義
一武州忍領 ・大原傳七郎r剣術修行帳』の分析を通して一
長 尾 進
1は じ め に
室町期か ら近世初期にかけて盛んに行われた武芸者の廻国修行(武者修行)
は,廻 国 して諸流の武芸者 と試合を行い純粋に道を究めようとする者,あ る
いは修行の傍 ら自らの流儀を弘めたり,仕官を求めたりす る者など,その 目
的は様々であった。室町末期における塚原 卜傳や上泉武蔵守,近 世初期にお
ける宮本武蔵 らの事蹟はよく知 られるところである。その後,徳 川幕府が
「生命 に危害 を及ぼす勝負試合」 を禁 じた こともあって,と くに元禄期
(1688～1704)以降は廻国修行は衰微する1)。
しか し中には,他 流や他国の武芸者 とこれを試そうとする者 もあった。熊
本藩二天流兵法師範志方半兵衛の5男 新免辮之助は,廻 国修行 を藩に申 し
出たが許可されず,宝 暦11(1761)年7月出奔 し,廻 国修行に出た。翌12
年4月 帰藩 した際蟄居を申 し付けられたが,13年8月に 「連々剣術心懸,
抜群之者付」 という理由で赦されている2)。
天明2(1782)年には,肥 後国球磨領の宮原忠太夫 という剣術家が,出
来て間 もない佐賀藩の藩校弘道館を訪ねたが,「互の争等に相成 り後 々は成
され難 き儀 も出来に付き仕合等差 し免され難 く」 としてその滞在を断られて
いる3)。このように,と か く遺恨や トラブルの元になることを理由に・幕府
や諸藩において他流試合や廻国修行は公には認め られていなかった。
一方で正徳期(1711～16)には,防 具(面 と小手)を 着け,竹 刀を用 い
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て存分に遠慮な く打ち合い,互 いの技量を試 し合 う 「竹刀打ち込み稽古(試
合剣術)」が直心影流において創始 され,実 戦の機会を失い形骸化(華 法化)
していた剣術の世界 に新風を起 こ した。宝暦期(1751～64)には一刀流中
西派においても防具を着用 しての稽古が開始され,竹 刀打ち込み稽古(試 合
剣術)は 関東を中心に盛んになる。
天明期(1781～89)頃までには,直 心影流 ・神道無念流 ・心形刀流 ・鏡
新明智流など,後 に幕末剣術界の有力流派 となる試合剣術流派がそれぞれ江
戸に道場 を構 え4),とくに直心影流ではこの時期すでに肥前佐賀 ・讃州高松
など西 日本で もこれを指南するものがあった。
また,こ の頃には,神 道無念流の福井兵右衛門,鏡 新明智流の桃井八郎左
衛門,柳 剛流の岡田総右衛門 ら試合剣術流派の開祖たちが,一 流を立てる前
に等 しく 「諸州に修行」 したとされ る5)。このことから,公 には認められて
いな くとも,防 具を着け竹刀で打ち合 う試合剣術による廻国修行は,少 な く
とも生命に危害 を及ぼすようなものではないために黙認されていたとも考 え
られる。 一一
この ような試合剣術の廻国修行録 としては,榎 本が 『資料 ・近世農民の武
術(一)』6)で明らかに した愛媛県立図書館蔵伊予史談会文庫 『撃剣試合覚帳』
所収C文 化期廻国英名録(仮 題)」がこれまでで最 も古 く,且 つま とまりを
持った史料 とされていた。本稿で取 り上げる行田市郷土博物館蔵持田村三田
家文書 『剣術修行帳』は,武 州忍領(武 蔵国埼玉郡忍領,現 埼玉県行田市)
の大原傳七郎 とい う人物 が,寛 政10(1789)年8月か ら同11(1790)年7
月にかけて,武 州 ・甲州 ・勢州 ・中四国 ・九州方面に廻国修行 した折持参 し
た英名録である。縦13・Ocm,横34.Ocmの和紙26葉を綴 じた小冊子であ り,
後の時代に廻国修行者が携帯 して日付 ・場所 ・流派 ・姓名な どを記 した廻国
修行英名録 と同様の体裁である。(図1)
同書の表紙には・「武州忍 箕田三五郎門弟 大原傳七郎」 と署名があ り,
忍藩神道無念流剣術指南 ・箕田(三 田)三 五郎の門弟であるとすれば,こ の
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『剣術修行帳』は既成剣術ではな く 「試合剣術」の廻国英名録(修 行録)で
あ り,確認 されるなかでは最 も古い もの といえる。
これまで試合剣術の全国的展開は文化期以降 ととらえられていたが,そ れ
よりも早い寛政期においてこれだけ長期 ・広範囲の廻国修行が可能 となった
背景について,当 時の社会情勢 との関連か ら明 らかにすることとともに,そ
れが剣術史(剣 道史)・運動文化史の上で どのような意義を もつのか とい う
ことについても考察することが本稿の 目的である。
1[箕田三五郎及び大原傳七郎について
箕田三五郎は,神 道無念流戸賀崎家の伝書類 に よれば箕 田 と記 されるη
が,墓 誌によれば三田三五郎暉房 とある。三田家は戦国時代の忍城主成田氏
の家臣で,天 正18年(1590)の落城 により持 田村(現 行田市持田)に 帰農
した ものである。三五郎は神道無念流 を戸賀崎熊太郎暉芳 に学び,寛 政11
年(1790),忍藩主阿部播磨守正由に剣術指南(13人扶持)と して召 し抱 え
られた。文政6年(1823)阿部家の転封に従 って奥州 白河に移 り,翌7年
(1824),73歳で没 した。 しか し嗣子の清太郎は,持 田にi残ったため,大 原の
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『剣術修行帳』が持田村三田家文書の一つとして遣されているのである8)。
大原傳七郎については,忍 藩士であるのかそれ とも忍領内の在郷の士,あ
るいは農民層であるのか,こ れまでの ところ判明 していない。忍藩士であれ
ば後の廻国英名録の例から考えて,署 名の肩書に「阿部播磨守内」または「武
州忍家 中」 と記すのが普通であるが,「武州忍」 としか記 されていない。ま
た,大 原が廻国修行に出掛けたのは,箕 田三五郎が忍藩の剣術指南 とな り
13人扶持を給 されるようになる前年である。つまり三五郎が士分 となる以
前か らの弟子であることや,三 五郎の墓誌に 「為 レ農二百五十年郷党称二豪
族先生_」 とある9)ことなどを併せ考えると,大 原 も郷村 に在 って三五郎に
剣術を学んだ人物 と思われる。
皿 大原傳七郎 『剣術修行帳』の内容
1.期 間 と順 路,及 び 流派
大原傳七郎r剣 術修行帳』に記載される日付 ・地名 ・流派名は以下の通 り
である。
〈日付〉 〈地名〉 〈流派〉
寛政10年
8月 不 明
22・23日
23日
24日
?
?
?
?
?
?
?
?
武州松山在金谷村(現埼玉県吉見町か)
武州比企郡大豆戸村(現埼玉県鳩山村)
武州入間郡越生郷(現埼玉県越生町)
武州高麗郡楡木村(現埼玉県日高市)・
飯能村(現埼玉県飯能市),飯能泊
武州入間郡坊村(現埼玉県入間市)
武州多摩郡片倉村(現東京都八王子市)
甲州都留郡夏狩村(現山梨県都留市)
甲州勝沼在野呂村(現山梨県勝沼町)
甲源一刀流
甲源一刀流
甲源一刀流
甲源一刀流
甲源一刀流
天然聾心流10)
太平真鏡流11)
大宮流
9月
Jユ0月
?
?
?
?
?
?
11日
13日
6日
9日
12日
13日
23日
11月7・8日
9日
10日
11日
12日
13日
2培
22～23日
12月1日 ～5日
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甲州山梨郡大工村(現 山梨県山梨市)
甲州山梨郡桜井村(現 山梨県甲府市)
甲州巨摩郡乙黒村(現 山梨県玉穂村),
明暗寺止宿
甲州八代郡小石和村(現山梨県石和町)
甲州巨摩郡高下村(現山梨県増穂町)
勢州神戸 ・玉垣 ・白子寺家(現三重県鈴
鹿市),玉垣寄宿
志州鳥羽(現三重県鳥羽市)
勢州松坂(現 三重県松阪市)
勢州一志郡小川(現三重県嬉野町)
摂州堺(現大阪府堺市)
備前家中(岡山藩,現 岡山県岡山市)
備中宮内(現岡山市)
備中賀陽郡庭瀬(現 岡山市)・都宇郡撫
川(現 岡山市)・賀陽郡八田部(現 岡山
県総社市)
備中岡田家中(岡田藩,現 岡山県真備町)
備中下原村(現 岡山県総社市)
備中玉島村(現 岡山県玉島市)
阿州美馬郡脇町(現徳島県脇町)
阿州三好郡毛田村(現徳島県三加茂町)・
州津村(現徳島県池田町)
備前家中 ・備中宮内(現岡山市)
10日 備後御領村(現広島県神辺町)
"12日備後深津郡市村(現広島県福山市)
定心流12)
定心流
唯 心一 刀流13)
木 流
柳 剛流14)・先意
流15)
心形 刀流16)
戸 田流17)
卜傳 流18)
無極 別博流
神道 流19)
神道流
神道流
不 明
不 明
不 明
関 口流20)
衣斐 丹石 流21)
神道 流 ・明知
流22)
不 明
不 明
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13日 備後尾道(現 広島県尾道市)・三原西町
(現広島県三原市)
寛政11年
??
??
4月
???
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
久留米家中(久留米藩,現 福岡県久留米
市)
久留米領
肥後熊本到着,呉 服町(現 熊本市)止 宿
肥後熊本春 日邑(現熊本市)
肥後熊本
肥後熊本
肥後熊本
肥後熊本
肥後熊本
肥後熊本
小野派一刀流
真三貫流棒術
竹内流23)
雲弘流(建 部貞
右衛門 ・九郎
助)24)
新陰流(和 田金
右衛門25),速
水幾太郎26))
寺見流(中 嶋大
次郎)27)
真道流棒術(河
端八和太 ・池 田
寿八)28)
武蔵流(高 田十
兵衛)29)
新陰流(戸 波儀
兵衛 ・儀角)30)
直心影流(廻 国
修行者)・
武蔵流(山 東佐
十郎)31)
5月
6月
7月
19日 肥後熊本
不明 肥後熊本
24日 肥後熊本
26日
28日
3日
熊本出立
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當涜神影流(近
藤角左衛門)32),
四天流33)
二天流(岡 嶋要
右衛門)34)
新陰 流(横 田善
太夫)35)
肥後八代(現 熊本県八代市)到着,見松
寺36)止宿
肥後八代城下(熊本藩家老松井氏城代)
6日 肥後八代城下
不 明
8日
27日
16日
不 明
3日
16日
八代出立
日州佐土原家中(佐土原藩,現宮崎県佐
土原町),日高安右衛門宅止宿
佐土原出立
豊後佐伯家中(佐伯藩,現大分県佐伯市)
長州藩(現山口県萩市)
伯州米子家中(鳥取藩家老荒木氏城代,
現鳥取県米子市)
自現流37),當
涜神影流
新陰流(和 田,
速水),自 現流,
寳蔵院流槍術38)
真心武蔵流,示
現流
直心影流
山本流剣術39)
神道流
このように,先 ず現在の埼玉県中部 ・南西部 を手始めに,八 王子を経て,
甲州街道筋を巡 っているが,そ の後は東海道 ・中山道筋の記載がみ られず,
いきなり勢州(伊 勢)と なっている。榎本前掲書では,文 化期には相模 ・伊
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豆 ・駿河 ・三河 ・信濃 ・近江においても試合剣術に参加するものがお り,こ
の地域に寛政期にそれが全 くなかったとは考えに くい。 したがって海路 をと
ったもの とも考えられる。
次いで伊勢路を鳥羽へ向かい,松 坂へ戻 り,摂 州堺へ出る。その後,山 陽
道を西下 し,備前を経て,備 中玉島から四国へ渡 り,阿波脇町まで向かって
いる。その後吉野川流域を戻 り,再び備前に入る。さらに備後を経て九州久
留米に至る。次いで肥後熊本に43日,同国八代 に11日,日向佐土原 に20日
間滞在 し,その後豊後佐伯を経て長州萩に至 り,最後は伯州米子で記載が終
わっている。これは,日 本海沿いを海路で戻 ったものであろうか,大 原のそ
の後の足取 りはわか らない。いずれに して も,約1年 に及ぶ当時 としては
長期 ・広範囲の廻国修行である。
2.各 地域 ・流派にみ られ る特徴的事項
(1)甲源一刀流の伝播
前節でみたように,現 在の埼玉県中部 ・南西部を手始めに廻国修行を開始
しているが,そ こで記載 されているのは殆 どが甲源一刀流逸見多四郎(義
年・武蔵国秩父郡両神村住・文政11年没・82歳)の門人である。甲線一 刀
流は逸見多四郎が安永 ・天明の頃,忠 也派一刀流溝 口新五左衛門の門人桜井
五亮長助に学び,印 可を得ては じめて甲源一刀流の門を立てたいわゆる新流
である40)。それから程ない寛政10年の段階において,こ のように秩父以外
の地域に自流を拡張 していることは注 目される。
② 中四国地方
備前 ・備中では神道流の分布が目立つが,美 作国赤野(現 岡山県落合町赤
野)の 植木権兵衛 という神道流の師範名があ り,彼 が備前や伯州米子にも弟
子を持 っていることから,この地方(現 岡山県及び鳥取県地方)の 神道流に
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おける中心人物であったことを示 している。 この他,榎 本前掲書において,
文化文政期における試合剣術の師範名 として記されていた備中宮内の神道流
枝松屯,阿 波脇町の関 口流松村仲助 や同国毛田村の衣斐丹石流前 田弥六郎
(彌六)ら の名 も,こ の時期既にみられる。
(3)九州地方
この廻国修行録における最 も特徴的な事柄 といえば,肥 後熊本43日・同
国八代11日・El向佐土原20日という九州諸藩領における長期滞在であろう。
熊本藩では,宝 暦4(1754)年に藩主細川重賢が藩校時習館を創建 し文武
を奨励 し,武の方では講武場東西樹を構え,諸 流の師範を集め家中子弟の武
芸教育に当た らせた鋤。『剣術修行帳』 には,熊 本藩歴代の武芸師役を記 し
た 『熊本藩武芸諸流』に掲載 される剣術師役名が多 く見出せる。雲弘流建部
貞右衛門 ・建部九郎助,新 陰流和田金右衛門 ・速水幾太郎 ・戸波儀兵衛 ・戸
波儀角 ・横田善太夫(善 太兵衛),寺見流中嶋大次郎,二 天流高田十兵衛 ・
岡島要右衛門,當 涜神影流近藤角左衛門らである鋤。
雲弘流の来歴 を記 した中村正尊r雲 弘氏傳』(天明2年 ・1782)には,「鉄
面 を掛け小布団を頭上 に覆ひ先ず短 刀の人身を習せ,後 相寸の撃合を習は
す」とある43)。また,肥 後菊池 ・竹田広成の天保6(1835)年の記録に,「稽
古時に昔は面を懸て稽古することはなか りしに,雲 弘流より初て面をかけて
稽古せ しとな り。それよ り段 々に諸流面を懸 るようにな りjと もあ り44),
肥後においてはわ りと早 くか ら,雲弘流を中心に防具(関 東の試合剣術流派
において使用されたもの とは若干異なるが)を 着用する流派が多かった。 こ
れらも,試 合剣術の廻国修行者である大原 との面会 ・手合せに積極的であっ
た要因であろう。
筆者 は以前,幕 末期の熊本藩家老米 田是 春著 『武技論』(嘉永4年 ・
1851)の中の 「今,世 上の武芸者,実 は勝負にかかは りたる卑劣の心を以
て,表 には流儀の古例旧格をいかめ しく云立て,事 を左右によせて旅人 との
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試合を辞するな ど,誠 に武門の恥辱,口 惜 しき次第」 という記述から,同藩
では廻 国修行者 との交流に消極的であった と捉 えていた45)が,この見解は
本稿において修正 したい。
また熊本滞在中,大 原は,肥 前平戸の浪人で,豊 後佐伯直心影流谷川源左
衛門門弟の中村兵蔵 という廻国修行者 と出会 っている。最初にみたように,
佐賀藩で廻国修行者の滞在を断った例は天明2年 のことであったが,そ れか
ら16年後の寛政10年時点においては,九 州地方の諸藩 において,廻 国修行
者を受け入れる素地が出来上がってきていた とみることができよう。九州は
江戸(幕 府)か ら遠 く離れており,外様藩が多かった ということもこれ らの
一一因 と思われる。
Wr試 合剣術」「他流試合」再考
ここで,従 来か らの 「試合剣術」や 「他流試合」についての見解に,若 干
私見を述べて整理 を試みたい。
「試合剣術」 とい う場合,そ の先駆者である直心影流 や,後 に北辰一・刀流
を生み出す一一刀流中西派,あ るいは安永 ・天明期 に成立 した神道無念流 ・鏡
新明智流 ・柳剛流な どいわゆる新流 とよばれるものとイメージを重ねること
がある。 しか し,こ の 『剣術修行帳』では,そ れ ら新流の他に,定 心流 ・唯
心一刀流 ・戸田流 ・ト傳流 ・神道流 ・関 口流 ・丹石流 ・肥後新陰流 ・二天
(武蔵)流 ・示源(自 現 ・寺見)流 など近世初期までに成立 していた流派(既
成剣術,古 流)が,試 合剣術である神道無念流 との他流試合に参加 している
ことを再認識する必要があるだろう。
つまりこのことは,寛 政期に至 って,古 流 ・新流を問わず試合剣術 ・他流
試合に参加する流派が多 くなったことを示 している。そこでは,流 派による
防具や竹刀 も統一された ものではなかったであろう。『撃剣叢談』 にあるよ
うに神道無念流の竹刀 ・防具は,「しなへ も重 きしなへを用ゆ,面 小手已下
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の道具皆丈夫に製す」46)というものであ り,重 量のある強固な 「割 り竹刀」
と堅牢な防具(面 小手)を 用いていたであろうが,熊 本藩の諸流は袋竹刀が
中心であ り47),防具 も先の雲弘流の例にみたような形状の もの と考え られ
る。 これらから,試合剣術の発展初期段階においては,用 具 ・技術において
バ ラエティーに富んだ形態の試合が行われたと想像されるのである。
また,『剣術修行帳』には剣術の他に,柔術よ り派生 した定心流(甲 州)・
関 口流(阿 波)・竹 内流(久 留米),薙刀を主 とす る先意流(勢 州玉垣),棒
術の真三貫流(久 留米藩)・真道流(熊 本藩),槍術の宝蔵院流(肥 後八代)
な ども記されており,こ の頃までの 「他流試合」は,剣 術のみの他流試合 と
いうよりも,「互いの得意 とする武芸を防具 を着けて試 し合 う」 という色合
いが濃かったもの と思われる。
V他 流試合禁止時代における廻国修行の実態
1.試 合の場所
他流試合解禁(天 保期)後,と くに嘉永期以降の英名録には,立 ち寄った
藩 ・'家中の 「城内における稽古場」が記されることが多い48)が,『剣術修行
帳』にはこれは見当らない。公的に他流試合が許可されていない時代には,
城内の稽古場において試合をすることは揮 られたのであろう。
大原の廻 国修行か ら約30年後の文政後期において も状況は変わ っていな
い。村山が明らかに したように,久 留米藩神陰流剣術師範加藤田平八郎が,
文政12(1829)年に北九州 ・中国方面 にかけて行 った廻国修行の記録であ
るr歴 遊 日記』には,試 合の具体的場所が記 されているが,そ れは対戦相手
の剣術家宅や彼 らの個人道場,あ るいは町人宅であ る場合が多い49)。大原
の場合 もそれは同 じであったろう。
『剣術修行帳』では,雲 弘流建部貞右衛門の肩書に 「肥後熊本春 日邑」(現
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熊本市春 日)と あるが,明 治期までの建部家は春 日村にあ って,野 天の庭先
が道場であ り50),おそ ら くそこで雲弘流の門弟達 と手合 せを した もの と思
われる。
2.廻 国修行 を可能に した要因
(1)寺社及び信仰風俗との関係
大原は,甲 州において天神社 と普化宗明暗寺に立ち寄 り,肥後八代では曹
洞宗見松寺 に11日間宿を とってい る。 この ように,廻 国修行 においては,
寺社がその旅宿の役 目を果たすことがある。
とくに明暗寺は甲州唯一の虚無僧寺であ り,浪 人等が出入 りして宿泊場所
とすることが多 く,その場合同寺では付近の村 々か ら募金 して費用を賄い,
これを留場料 と称 した51)。この ことは,榎 本が 「虚無僧の武術廻国修行に
っいて一寛延3(1750)年『一貫青山狭川先生仕合始末』 をめ ぐって一」に
おいて報告 した,原 田権八郎 と中川半之丞 とい う二人の亀 山藩士が,寛 延
3(1750)年に,日 本国中の往来の 自由を得ていた虚無僧姿に身を隠 して,
仙台藩の新陰流狭川新三郎 に教 えを乞いに行 った52)ことな どと併 せて考 え
ると,興 味深い。
また,大 原は,勢 州玉垣(現 鈴鹿市)か ら鳥羽に向かい,松 坂 に戻 ってい
るが,こ の道筋には伊勢神宮がある。さらに備中玉島から瀬戸内海を渡 り阿
波脇町 に至 り,吉野川流域を戻 り再び備前にわた っているが,こ の途中には
金刀比羅宮がある。 このことか ら,比較的取 り締 まりの緩 やかだった伊勢参
りや金比羅参 り53)を,旅行の表向 きの理由に した可能性 もある。
前出加藤田平八郎の廻国修行 においても伊勢神宮 と金刀比羅宮 に立ち寄 っ
てお り,且 つ各地の神社仏閣に頻繁に詣でている。 この ように他流試合禁止
時代においては寺社 や信仰風俗が廻国修行の隠れ蓑 とな り,こ れを扶けた と
いえよう。
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〔2)廻国修行の経済的裏付け
大原が,仮 に伊勢参 りを表向きの事由 として廻国に出掛けた とすれば,村
を代表 しての代参の可能性 もあ り,そ の場合,村 の公的支出 としてその費用
は出されるが,大 原 自信 もその公的支出を負担(伊 勢掛銭)で きる経済力を
有 していなければな らない54)。また,伊 勢参 りは,通 常東国か らであれば,
伊勢参宮の後,奈 良 ・高野山を経て大坂へ出,そ こから海路を とり金刀比羅
宮 まで足 を延ばす ことが多い55)。したが って,こ の辺 りまでは予算に組 ま
れていたであろう。
しか し,そ の後の九州での廻国は,例 えば熊本において長期間大原 を宿泊
させた,呉 服町の清田武次郎(武 二郎)の ようなパ トロンの存在がなければ
不可能であった ろう。武次郎は寛政8(1787年)年2月,熊本町に対 して実
施された 「秤改め」の際,そ の宿を引 き受けている。秤改めは,大 量の荷物
と場所の広 さを必要 とすることか ら,武 次郎は大店を経営する富裕町人層の
一人であった と思われ る56)。あ るいは,大 原が最新の試合剣術を武 次郎 に
伝授 し,武 次郎は大原の滞在を援助する という取引が存在 したのかも しれな
い 。
時代は遡 り話は変わ るが,芭 蕉が江戸において立机(師 匠 としての独立)
した背景には,大 船町の名主を務める ト尺 らの援助があ り,ま た,各 地にお
ける蕉門の形成 には富裕庶民層の存在があったこ とが指摘 されている57)。
このように,ひ とつの新 しい文化が生 まれるときには,そ れを援助す る力が
必要 となる。
寛政期の九州 において,当 地 の剣術 とは異なる用具 ・技術を持 った関東の
試合剣術は,武 士層 だけでな く庶民層 にも興味 をもって迎え られたであろう
し,そ の中から,こ の新 しい運動文化 を援助 し,あ るいは吸収 しようとする
者が出て きた として も不思議な ことではない といえよう。
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Wお わ り に
大原傳七郎が廻 国修行に出掛けた寛政10年は,寛 政 の改革で文武を奨励
した松平定信 が老中を免ぜ られてか ら5年 後 にあたる。それに もかかわ ら
ず・これほ ど長期 ・広範囲にわたる廻 国修行が可能であったのは,そ の文武
奨励の余波が未だ残 っていたためであろう。
寛政期は,「異学の禁」 もあったが,一 方 で医学や天文学をは じめとする
自然科学や,国 学が着実に発達を遂げた時代で もある。 このような進取の気
運に富んだ時代の潮流のなかで,剣 術においても,堅 固な防具の着用によっ
て安全性を確保 しつつ,他 方で強固な割 り竹刀を使用することによって体練
性 ・運動性を高めた関東型の試合剣術は,実践者の興味を喚起 しやすいこと
も手伝 って,寛 政期にはこれを迎え入れる態勢が遠 く西 日本 ・九州にまで及
んでいたのである。
武士階層(藩 士層)に 比 して郷士層 ・庶民層の方が身分的にも身軽である
ため,廻 国修行が容易であった ことはこれまでにも指摘 されて きた。記録に
残っていないだけで,大 原のような事例は他 にもあった もの と考え られ,寛
政期あるいはそれ以前か らの廻国修行の積み重ねが,後 の他流試合解禁(天
保期)以 降において試合剣術を飛躍的 に発展させる下地 を作っていた といえ
よう。
末尾ながら・本稿の作成に当たり多大のご教示を頂いた,渡辺一郎筑波大
学名誉教授に深甚の謝意を表 して本稿の終わりとしたい。
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36)熊 本 県八 代市本 町4丁 目に現 存。
37)明 治維 新頃 ま で八 代 波数 衛 場 で は,自 現 流 ・雲弘 流 ・二 天 流 ・柳 生 流 ・新 陰 流
の 剣術 が行 われ た。前 掲 書25),77.
38)明 治 維新 頃 まで八 代減 数 衛 場 で は,賓 蔵 院 流 ・磯 野 流 の槍 術 が行 わ れ た。 前掲
書25),77.
39)延 宝期,山 本玄 常 が祖 。 京流 系。 前掲 書11),886.
40)前 掲書4),36.
41)前 掲 書25),16.
42)前 掲 書25),39-42.
43)中 村正 尊:雲 弘民 博(1782).武藤 嚴男:肥 後先 哲偉蹟,隆 文 館,東 京(1911),74.
44)富 永 堅 吾=剣 道五 百年 史,百 泉 書房,東 京(1972),388.
45)長 尾 進:幕 末 ・明治 期の 肥 後熊 本 に おけ る剣 術の 動 向 につ い て。 入 江康 平 ・
杉 江 正敏:日 本武 道学 研 究,島 津書 房,(1988),385.
46)糠 穂 修:撃 剣叢 談巻之 二。 前掲 書5),175.
47)明 治初期 におい て も熊 本 では袋竹 刀が主流。 前掲 書25),133-134.
48)例 えば,水 戸藩 の弘 道 館教 場,安 中藩 の進 士 館教 場,山 形 藩 の三 之 丸稽 古場 な
ど。 長 尾 進:近 世後期 にお け る武 者修 行 の実態 につ いて一 『宮 崎長 兵 衛武 術英 名
録』 の分析 を通 して一,風 俗32-2,日本 風俗 吏学 会,(1993).
49)村1{}勤治:鈴 鹿 家 蔵 ・加 藤 田文書 『歴 遊R記 』 につ い て,N本 武 道学 会 第17回
大会 発表 抄 録,(1984),7-13.
50)富 永 堅吾1肥 後藩 にお け る雲弘 流.熊 本 県 教育会 肥 後文 教研 究 所:肥 後武 道 史
研究 資料3,(1938),13.
51)「角川 目本地名大辞典」編纂委員会:角 川 日本地名大辞典,角 川書店,東 京
(1984),781.
52)榎 本 鐘 司:虚 無僧 の 武 術廻 国修 行 につ いて一 寛延3(1750)年『・一一貫 青 山狭 川 先
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生仕合始末』をめ ぐって一,武 道学研究29-2(1996).
53)正規の手続 きを踏んでいないf抜 参 り」でも,処 罰のそれほ ど厳 しくない村落
もあった。深井甚三:近 世における抜参 りの展開 とその主体.西 垣晴次:民 衆宗
教叢書13伊勢信仰 皿近世,雄 山閣,東 京(1984).
54)西垣晴次:お 伊勢まいり,岩波書店,東 京(1983),152.
55)前掲書54),173.
56)細川藩政史研究会=熊 本藩町政史料2惣 月行事記録抜書2,熊 本(1989),91.
及び,林 英夫:秤 座,吉 川弘文館,東 京(1973),
57)白石悌三:蕉 門の形成 と展開一芭蕉没年まで一.芭 蕉講座編集部:芭 蕉講座1
生涯 と門弟,有 精堂,東 京(1982).
(ながお ・すすむ 明治大学専任講師)
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〈資料1>
行田市郷土博物館蔵 ・持田村三田家文書r剣 術修行帳』(全文)
寛政十年歳 武州忍
笑田三五郎門弟
剣術修行帳 大原傳七郎
八月吉日
(以上表紙)
武州松山在金谷村
甲源一刀流
逸見多四郎門人 勘助
同國豆戸村
八月廿二日廿三日
宮崎龍蔵
廿三日 同入間郡越生村
逸見多四郎門人
甲源一刀流
田島藤三郎画
廿四日 同国祢 り木村
逸見多四郎門人
甲源一刀流 新井孫市
廿四日 泊 り 同国飯能宿
同 武蔵屋治郎助
廿六日 同国入間郡坊村
同 村野弥七
同 片倉村
近藤蔵之助門人
塚本金蔵
天然理心流
小川傳左衛門
甲州都留郡夏狩村
大平真鏡流 勝俣貞吉
甲州勝沼在野呂村
大宮流 降矢新右衛門
甲州山梨子郡八幡
郷大工村
天神社神主
定心流 有賀隼人圃
同国同郡桜井村
有賀隼人門弟
定心流 小倉伴七
同国乙黒村
九月六日ヨリ 普化宗
明暗寺画
同国八代郡小石和村
同月十一日
唯心一刀流
今澤左京之進
同月十三日
甲州巨摩郡高下村
木流 橋本新太良
勢州神戸
十月六日
岡田惣右衛門門人
柳剛流 磯部忠兵衛
同日 同郡玉垣奇宿
先意流 近藤源太左衛門
岡田惣右衛門門弟
同日 勢州白子寺家
柳剛流 長谷川閏蔵回
九日
志州鳥羽
稲垣外記門弟
心形刀流
大川九郎左衛門
江戸下谷
伊庭八郎治門弟
十二日
勢州松坂
戸田流 戸田比右衛門
十月十三日
勢州一志郡小川
卜傳流 酒井縫右衛門
十月廿三日
摂州堺北茶屋町
無極別傳流 三宅喜六
作州赤野
植木権兵衛門弟
十一月七日八日 備前家中
神道流 小泉与右衛門
同九日 備中宮内
同流 枝松 屯
同十同 同国賀陽郡庭瀬
犬飼彦四郎
同国都宇郡撫川
高橋長大夫
同十日 同国賀陽郡八田部
一 神道流
二階堂右馬祐
岡田家中
安田藤馬
同断
同月十「日 三宅幸十郎
下原村
同月十二日 難波七蔵
玉嶋村
十一月十三日 守屋平三郎
十一月廿一日
阿州美馬郡脇町
一 関口流 松村仲助
同国三好郡毛田村
同廿二日廿三日
一 衣斐丹石流
前田弥六郎
同国同郡州津村
一 同流
来代宇野右衛門
十二月朔日より五日迄
備前家中
一 神道流
片岡治郎左衛門
同
一 同断 山西良助
同 備中宮内
一 同断 堀家政右衛門
同
一 同断 森沢長次郎
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備前
一 明知流 藤原衛茂七
午十二月十日 備後御領村
一 相原平左衛門
一 目崎房蔵
備後深津郡市村
午十二月十二日
一 士屋半左衛門
尾道 三原 ・佐々木門人
一 小野一刀流
村上亀岳
同十二月十三日
備後三原西街
一 小野流 佐々木忠蔵
寛政十一未年
久留米家中
二月十三日
一・真三貫流棒 原太助
二月十四日 筑後久留米領
一 竹内流 石橋友次郎
寛政十一己未年三月十四日
肥後熊本春日邑
一 雲弘流
建部貞右衛門
建部九郎助
熊本滞留 小川弥八郎
〆四十三日 光永蔵人
三月十三日より 中西太膳
四月廿六日二出立
田上直口
熊本宿 岩越小十郎
清田武次郎
大橋七郎右衛門
呉服町 田邊忠吉
伊藤五郎助
石川源太右衛門
武田太郎七
城 真留平
小早川三蔵
逸杖俊蔵
成海慶次
粟津角蔵
尾本九郎吉
芳賀三郎助
安田兵次
甲賀弾之允
池内亀角
斎藤和三郎
宮部市左衛門
宮部亀助
梅田嘉傳
上原角之允
米村九郎兵衛
赤星丹次
吉経左門
岩越勇馬
小坂忠口
河原兵口
大賀淳蔵
溝江作兵衛
長谷川右傳次
野口直助
小野慶八
園田大八
東次郎八
上妻善八郎
岩越為之允
今村九八郎
佐方廉太
永田八之允
犬塚安太
貞右衛門門弟 八代二而
麻生喜次口
朽木四郎
口口丹下
熊本口ロロ 寺尾貞平
寛政十一己未年
三月二十一日
肥後熊本
一 新陰流
和田金右衛門
和田甚之允
永山八郎助
増田勘十郎
宮脇喜学
加藤恒雄
平野角左衛門
野田庄太夫
黒木左内
中村八次
大木英之助
梅田利右衛門
岩崎平四郎
天草慶助
末松吉之助
小畠 仕
田中喜五郎
岡本獅之助
前田喜大夫
木村八之允
佐方直次
財津正八
弥富常十郎
永塩春平
後藤要八
瀬崎太郎三郎
西川左内
吉川直平
寛政十一己未年
三月二十一▲日
新陰流 速水幾太郎
肥後熊本 門人
財満藤作
古原角太
来 尉吉
吉岡直次
丹羽源五
松野又右衛門
的場壽平
原田水之介
20明 治大学教養論集 通巻293号(1997・1)
蛯江宇七郎
原田仁之允
上野武七郎
財津 柴
松岡久太夫
中島七左衛門
鎌田垣七
松岡村雄
寛政十一年四月
一 寺見流 中嶋大次郎
肥後熊本
中嶋十大夫
大里八内
杉 清次
加々見橘次
水足五郎助
牛嶋岩之允
野 村々八十口
池田平吉
後藤源吾
馬渕嘉大夫
瀬野才吉
藤木武三郎
安達左蔵
増田寿太夫
同年同月 河端八和太門弟
一 真道流 池田寿八
肥後熊本 高田十兵衛門弟
一 武蔵流 友岡善太夫
同四月十六日 肥後熊本
一 新陰流
大宮順右衛門
永屋清右衛門
沢村九郎八
小橋嘉納
神足格助
野田弥太之允
狩野奥之助
大宮運之助
沢村大口
同日
一 同流
同日
一 直心影流
谷川源左衛門
門弟
肥前平戸浪人
中村兵蔵
於肥後熊本稽古
寛政十一年四月十八日
肥後熊本
一 武蔵流 山東佐十郎
永屋七郎左衛門
中津海藤三郎
林 兵馬
同 勇
奥田関之助
隈部次郎左衛門
戸波儀兵衛門弟
戸波儀角
豊後佐伯家中
門弟
吉山市右衛門
香山俊助
仲光和甚
福田一八
松本甚十郎
小原英記
吉田嘉太夫
鈴木牛之助
佐々布仙蔵
田屋喜久次
大森善太
斎藤才太
上野十平
井崎三省
大西親次郎
同年同月十九日
一 當流神影流
近藤角左衛門 門弟
肥後熊本 山本才次
右同断
一 天下無双四天流
肥後熊本 千原津内
一 二天流
岡嶋要右衛門門弟
肥後熊本 佐藤博太
同年四月二十四日稽古
一 新陰流
右同断 横田善太夫
門弟
楯岡小七郎
平野佐太夫
松岡脇太郎
浅香一郎左衛門
吉田嘉藤五
松崎勘兵衛
道家伊八
笠 軍次
八並森助
手嶋久兵衛
松崎勘内
猿木十郎右衛門
西浦九兵衛
平野嘉右衛門
手嶋鉄太
同年五月三 日
一一 自現流
肥後八代之
城主 上原五郎太圃
門弟
長岡主水内
本氏松井 中川五右衛門
井山藤市
後藤九郎
上原衛吉
三上権蔵
白瀬兵次
飯田郡平
則座半太
桑原太刀次
中山達之助
中津才助
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後藤万八
一 當流神影流
同年同月同日
肥後八代 児玉一ツ門弟
城下 永松半右衛門
寛政十一一己未年五月六日
一 新陰流 肥後熊本
和田金右衛門門弟
肥後八代於 片山新吾
城下 黒木左内
長岡主水内 田嶋雄吾
谷口禮次郎
野田一郎
中村喜平太
田尻逸次
梶村吉太
白石仁三
山川慶蔵
寛政十一己未年五月六日
一 新陰流
速水幾太郎門弟
肥後八代於 堤 嘉傳
城下 松見卓右衛門
村川作蔵
谷崎源次
寛政十一己未年五月六日
一 自現流残 り
上原五郎大夫門弟
角田駒之進
長岡主水内
黒木郡次
岩間文次
秋永慶太
安東安次
未四月廿八日ヨリ
五月八日マデ
出立
〆十一日
八代城下稽古之中滞留
禅曹洞宗 見松寺二宿
住持玄外回
伺年同月
一・ 賓蔵院流槍術
長岡主水内
師役
渡瀬覚右衛門
門弟
志水新右衛門
同
志水 定
未五月廿七日より
六月十六日迄
日州佐土原家中
一 真心武蔵流
未五月廿七日
より佐土原
城下滞在之間
安右衛門宅江
止宿
六月十六日
出立
樋脇六兵衛圃
門弟
木村喜惣太
田上彦兵衛
児玉文之丞
川俣助右衛門
樋脇三之丞
中村長兵衛
篠原源右衛門
加藤十右衛門
上村惣之允
藤井傳助
長友喜乎次
同城下町札辻
示現流
日高安右衛門回
門弟
日高藤右衛門
岩瀬半蔵
肥田木良助
萬屋儀右衛門
恵美須屋吉五郎
豊後佐伯家中
直心影流 谷川源左衛門
門弟
長谷川幾五郎
'黒川文助
仲野佳四郎
寛政十一未七月三
長州藩
山本流剣術其外二十八流
武藝軍実師範
岡村藤兵衛仁丸
門人
竹下太口介
戸倉忠兵衛
岩木助左衛門
近藤駒吉
岡崎孫介
在木弥三之丞
前原傳七
一 神道流
作州赤野
植木権兵衛
門人
伯州米子家中
早瀬才右衛門
同 吉太郎
小原乙五郎
一 神道流
作州赤野
植木権兵衛秀安
門人
伯州米子家中
伴 牧太
門人
岡 兵左衛門
寛政十一己未七月十六日
(以上)
